
あいち自動車環境戦略 2020 における 

環境目標の達成状況等について 

 
 
 
○ あいち自動車環境戦略 2020 では、目標年度を 2020 年度(平成 32 年度)とし、以

下の環境目標を掲げている。 

１ 二酸化窒素 ⇒ 大気環境基準確保 

２ 浮遊粒子状物質 ⇒ 大気環境基準確保 

３ 騒音 ⇒ 自動車騒音の環境基準達成 

４ 温室効果ガス ⇒ 運輸部門からの排出量 12％削減（対 1990 年度比）

    
 
（１） 二酸化窒素に係る環境基準達成率の推移 

    愛知県内の二酸化窒素の大気環境基準達成率は図１のとおり。2013 年度は１

局を除き、環境基準を達成した。 
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図１ 愛知県内における二酸化窒素の環境基準達成率の推移 
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（５） ＮＯｘ・ＰＭ対策地域内における自動車排出総量 
    愛知県自動車排出窒素酸化物及び粒子状物質総量削減計画では 2020 年度まで

に窒素酸化物及び粒子状物質の大気環境基準を確保することを目途に以下のと

おり、対策地域内における自動車排出総量の目標量を定めている。 

NOｘ・PM 対策地域内に

おける自動車排出総量 

目標年度 目標とする自動車排出総量 

2015 年度 
NOｘ 21,482ｔ/年 
PM     600ｔ/年 

2020 年度 
NOｘ 16,117ｔ/年 
PM    367ｔ/年 

 
 対策地域内における窒素酸化物及び粒子状物質の自動車排出総量の推移は図５、

６のとおり。2012 年度の排出総量はいずれも減少している。 
 

  

図５ 対策地域内における窒素酸化物の自動車排出総量の推移 
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図６ 対策地域内における粒子状物質の自動車排出総量の推移 
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【参考】環境目標等に係る関連データ 
 

（１）二酸化窒素関係 

   二酸化窒素の濃度（年平均値）の推移は図７のとおり。近年緩やかな減少傾向で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）浮遊粒子状物質関係 

   浮遊粒子状物質の濃度（年平均値）の推移は図８のとおり。近年緩やかな減少傾

向である。 

  

（ppm） 

図７ 愛知県内における二酸化窒素の濃度（年平均値）の推移 （年度）

図８ 愛知県内における浮遊粒子状物質の濃度（年平均値）の推移 
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（３）温室効果ガス関係 

 

 

 

ア エネルギー使用量の変化 

 

 

2010 年度                                   2011 年度 

※ 電力  ：60,341,676 千 kWh                          58,974,102 千 kWh 

都市ガス：137,694,413 千 MJ                          137,527,411 千 MJ 

ガソリン：3,799,412kl                               3,686,484kl 

重油  ：1,354,159kl                               1,216,435kl 
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図９ 主なエネルギー使用量の変化 

○ 2011 年度（平成 23 年度）は、県民・事業者の省エネの取組が進み、県内の

電力・都市ガス・ガソリン・重油の全てのエネルギー使用量は減少した。 

○ しかしながら、温室効果ガス排出量は、基準年度（1990 年度）と比べると

4.6%の増加、前年度（2010 年度）と比べると、7.1%の増加となった。 

○ エネルギー使用量は減少したものの、前年度と比較して温室効果ガス排出量

が増加した主な要因は、東日本大震災の影響により、浜岡原子力発電所の稼働

が停止し、火力発電における化石燃料消費量が増加したことや、中部電力の

ＣＯ₂クレジットの購入量が減少したことによって、電力量あたりのＣＯ₂排出

量が増加したことによるものであった。 



イ 温室

 

※ 排出量

 

 

ウ 温室

（ア）電

※ 調整後

Ｏ₂削減量

※ 温室効

 

0

0

0

0

kg

非エネルギー起

代替フロ

合

エネルギー
起源
CO2

区

室効果ガス

量単位：千トン

室効果ガス

電力量あたり

後排出係数とは

量を反映させた

効果ガス排出量

0.464

0

0

0.3

0.4

0.5

0.6

g-CO₂/kWh

産業

民生(家庭)

民生(業務)

運輸

エネルギー転換

小計

起源CO2,CH4,N2O

ロン等3ガス

合計

区分

排出量の変

ン-ＣＯ₂ 

排出量が増

りのＣＯ₂排

は、電力量あた

た係数である。

量の算定は、200

 

4

0.403
0.43

実排出係

h

42,898

7,315

8,387

11,041

1,481

71,124

3,224

2,664

77,012

基準年度
（1990年度）

排出量

表

図 10 中部

変化 

増加した要

出係数の推

たりのＣＯ₂排出

。 

07 年度までは

9

0.509
0.469

0

係数 調

38,548

8,629

9,374

11,270

2,401

70,222

3,837

1,145

75,204

2010年度
排出量

20
排

表１ 温室効

部電力の電力

因分析 

移 

出量（実排出係

は実排出係数を

9

0.45 0.452

0

調整後排出係

40,616 53.9

9,886 13.1

11,336 15.0

11,111 14.8

2,376 3.2

75,325 100.0

3,942 4.9

1,293 1.6

80,560

11年度
排出量

（％）

効果ガス総排

力量当たりの

係数）に、京都

を、2008 年度以

2

.481
0.47 0

0.

係数

区分内

9% -5.3%

% 35.1%

0% 35.2%

8% 0.6%

2% 60.5%

0% 5.9%

9%

6%

0.

-1

4.

基準年度か

）

出量の推移

ＣＯ₂排出係

メカニズムク

降は調整後排

0.455
0.474

0
424

0.417
0

%

%

%

%

%

%

5.5%

.9%

.8%

.6%

からの増減率

数の推移 

レジット等に

排出係数を使用

0.473

0.518

0.341

0.4

区分内

5.4%

14.6%

20.9%

-1.4%

-1.0%

7.3%

前年度からの

0.1%

0.2%

7.1%

 

による  Ｃ

用している。

69

の増減率

6.8%



（イ）Ｃ

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エ）前

 

 

 

ＣＯ₂排出係数

前年度からの

図 11

千トン-CO₂ 

数を固定した

の部門別のＣ

 

図

 ＣＯ₂排出

75,204

た場合と固

ＣＯ₂排出量

12 部門別の

出係数の変動に

4 

定しない場

の増減状況

のＣＯ₂排出

による温室効

80,56

場合の温室効

況 

量の増減状況

効果ガス排出

60 

効果ガス排出

況 

量の変動の比

73,705 

出量の比較 

比較 

 



 

＜参考デ

 

 

データ＞ 

 

図 13 中部電力力の発電電力力量構成比のの推移 



（４）ＮＯｘ・ＰＭ対策地域内における自動車排出総量関係 

 ア 自動車走行量 

 

イ 愛知県内における次世代自動車等先進エコカー普及台数及び普及率の推移
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図 14 車種別自動車走行量の推移 
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図 15 次世代自動車等先進エコカー普及台数及び普及率の推移 

普及率目標 
４２％ 



 

     

表２ 次世代自動車等先進エコカーの車種別普及台数の推移 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「環境性能に特に優れた従来車」とは、平成 17 年排出ガス基準 75％低減かつ平成 22

年度燃費基準 25％向上達成又は平成 27 年度燃費基準達成の登録自動車をいう 

    ※ 環境性能に特に優れた従来車以外の台数は登録自動車と軽自動車の合計数 

    ※ ＦＣＶの台数にはデータ上区別できない水素自動車を含む 

    ※ ＮＧＶの台数にはデータ上区別できないメタノール自動車を含む 
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図 16 次世代自動車等先進エコカーの車種別普及台数の推移 
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